
　富士ゼロックスプリンティングシステムズ株式会社（以下、
FXPS）では、WebEDIによる受注業務の効率化が課題と
なっていた。取引先サイトからの受注データ取得や納期回答
入力などを手作業で行わなくてはならず、業務処理に長い
時間が掛かっていたのである。そこで新たに導入したのが、
DALのブラウザ操作自動化ツール「ACMS WebAgent」だ。
「ACMS B2B」「AnyTran」などの製品群も組み合わせること
で、取引先サイトと基幹システム間の自動連携を実現。受注
処理の効率化と、業務品質の向上に役立てている。

「ACMS WebAgent」を導入し
WebEDI業務の自動化を実現

　高品質なドキュメント製品をオフィス市場に幅広く提供

　効率的なオフィスワークを実現する上で、絶対に欠かせないのが
プリンタやスキャナなどのドキュメント関連機器だ。富士ゼロックス
グループの一員として、こうした製品群の開発・販売を手がけている
のがFXPSである。FXPS 情報システム部 部長 小林 和幸氏は、同社
設立の経緯を「市場での競争力を維持し続けるためには、自分たち
の強みをより発揮できるビジネス環境が必要です。そこでコア事業へ
の特化をさらに推進すべく、2003年に富士ゼロックス本社より分社・
独立致しました」と説明する。
　一口にプリンタと言っても様々なジャンルの製品が存在するが、
同社では主にオフィス向けのモノクロレーザープリンタ／カラーレー
ザープリンタを提供。「最近では一般のオフィスでも、カラードキュ
メントが普通に使われるようになっています。我々が長年培ってき
た高画質技術やノウハウを活かし、この分野のリーディング・カンパ
ニーを目指したい」と小林氏は続ける。
　スピードが要求される現代のビジネスでは、効率的な業務環境づく
りも大きな課題だ。サプライチェーン関連のシステム開発を担当す
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石川 晃氏は「サプライチェーンの全体最適化を追求することで、
お取引先様のニーズにしっかりと応えていきたい」と語る。

　WebEDIによる受注が拡大、業務プロセスの非効率さが課題に

　同社では2004年末頃より、WebEDI業務の自動化プロジェクト
に着手した。小林氏はその理由を「WebEDIを新たに導入するお取引
先様が増加したことで、受注業務の効率が以前より落ちてきたのです」
と語る。
　従来は取引先から注文をFAXで受け、その内容に基づいて出荷処理
をすれば良かった。しかしWebEDIによる受注では、担当者が自分で
取引先サイトにアクセスし、受注データを取りに行く必要がある。
「しかも受注の内容を紙に出力し、それをまた基幹システムに手作業で
投入しなくてはなりません。このため一伝票を処理するのに、10分
程度の時間が掛かっていました」と石川氏は当時を振り返る。
　「その上お取引先様からは、納期回答や出荷通知などの情報も要求
されるようになりました。これを全部手作業で処理していたのでは、
業務効率がますます低下してしまいます。そこでなんとか業務処理を
自動化する方法はないか、検討に乗り出したのです」（小林氏）。
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　「WebAgent」を導入し作業の自動化を実現

　WebEDIにまつわる問題を解消すべく、同社では自動化ツールの
選定に着手。そこで選ばれたのが、DALのブラウザ操作自動化ツール
「ACMS WebAgent（以下WebAgent）」である。「当社では基幹
システムに『R/3』で構築していますが、そのベンダであるSAP社
から紹介されたのがきっかけです。製品を評価した結果も良好だった
ので、さっそく導入を決めました」と小林氏は説明する。
　今回構築されたシステムでは、BtoBサーバ「ACMS B2B」とトラン
スレータ「AnyTran」も導入。WebAgentが取引先サイトを自動巡回
して受注データを取得し、ACMS B2Bを経由して自動的に基幹シス
テムに転送できるようにした。実際の処理ではXML形式の受注データ
をR/3のデータフォーマットであるIDoc形式に変換する必要がある
が、この処理をAnyTranが担当している。
　またWebAgentは、基幹システムに蓄積された納期・出荷日などの
情報を、取引先サイトに対して入力する作業も行っている。石川氏
は「受注データの取得から基幹システムへの投入、受注伝票の発行、
さらには納期・出荷日回答に至るまで、一連の作業をすべて自動化
できました」と満足げに語る。
　システム構築のしやすさに対しても、高い評価が寄せられている。
同社のITパートナーである株式会社スコープ　アプリケーションエン
ジニア　幸田　善則氏は「WebAgentは、スクリプトで動作を柔軟
に設定できるので非常に扱いやすい。人間がサイトを閲覧するのと、
ほぼ変わらない動作を簡単に再現でき、障害に対する動作設定も

容易でした」と語る。今回の自動化システムは2005年4月より本稼働
を開始しているが、構築期間は2ヶ月程度で済んだとのことだ。

　年間2,000時間の削減に成功、入力ミスなどの問題も解消

　現在では受注担当者の業務スケジュールや取引先の発注タイ
ミングに合わせ、一日5～6回WebAgentが動作するように設定
されている。まず取引先1社で開始した運用も徐々に拡大され、数社
のWebEDI業務をWebAgentが処理している。
　WebAgentの導入メリットについて、「受注業務の大幅な効率化
が実現できた上、手作業につきもののデータ入力ミスなどもなくなり
ました」とにこやかに語る小林氏。石川氏も「年間で約2,000時間の
時間短縮効果を実現。作業負担も軽減されたと、現場のユーザーから
も好評です」と続ける。
　DALのサービス・サポート対する評価も高い。「特殊な構成のWeb
サイトにも対応できるよう機能強化を行ってくれるなど、DALは
手厚いサポートを行ってくれました。これには大いに感謝しています」
と小林氏は語る。
　同社では今後も取引先サイト数の拡大を図っていくと同時に、他の
分野への応用も検討中だ。小林氏は「Webサイトから情報を取り
出す、情報を投入するといった作業は、WebEDI以外にもいろいろ
考えられます。この仕組みを拡げていくことで、他の業務の効率化
にも役立てていきたいですね」と抱負を語った。
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